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医療連携室長・副院長 万 代

置きました。"医療連携 なんでも相談係"と いった性格を有する担当者で、看護科長の

′磯野 元子 がその任にあたっております。

多 先生方からいただいた電話や FAXへの対応、ご紹介いただいた患者様の診療 日の設定、

旧談係にお声をかけていただくだけで、その後

ステムを目指 しております。看護師の資格をも

9き め細かく対応 させていただくつもりでお り

k性の視′点に立った応接も特徴 としてゆきたい

こだいた入院患者様の病室を訪問し、その容態

「おります。

こつきましては、ご連絡をいただいた段階です

さすべき診療科を判断し、担当医師へ引き継 ぐ

量者様がおられましても、先生方のお役に立て
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診療科紹介

心臓血管外科

心臓血管外科部長

高 澤  賢 次

この度、島村前部長の後任 として7月 に心臓血管外科に着任いたしました。

私は昭和 60年に信州大学を卒業し、当時日本の冠動脈バイパス術の第一人者であつた細田泰之

順天堂大学胸部外科教授に師事しました。教授退任後の約 1年間に冠動脈バイパス術を約 150

例行い待機的手術では手術死亡率 0%と 良好な成績を収めることができ、その後現在の日本の心

拍動下バイパス術の第一人者である天野現教授のもとで心拍動下バイパス術の症例を経験 して

きました。この経験を生かし社会保険中央総合病院においては、細田前教授の sophisticateで

gentleな手術と天野現教授の心拍動下バイパス術の卓越 した技術を取 り入れた手術を行つてゆ

く所存でございます。

診療内容

1.冠 動脈バイパス術 :長期開存に問題のある静脈グラフ トはなるべく用いず、内胸動脈、撓

骨動脈、胃大綱動脈を用いた動脈グラフ トによる血行再建を行います。また高齢者等のリ

スクの高い方に対しては人工心肺を用いない心拍動下バイパス術を行 うことで術後の合併

症を予防し、術後の早期の回復をめざします。人工心肺を用いた手術では手術後 2週間、

心拍動下バイパス術では手術後 1週間から10日 での退院が目安となります。

2.弁 膜症手術 :人工弁置換術だけでなく、症例によつては自分の弁を温存する弁形成術を行

:います。|

3.血 管手術 :大動脈解離、腹部大動脈瘤、閉塞性動脈硬化症に対する手術を行います。

現在では麻酔や手術手技の進歩により80歳以上の高齢者の方でも安全に手術をうけてい

ただくことが可能となつており私の経験でもバイパス術の最高齢は 85歳で術後問題なく

‐ 退院 しました。ご高齢の方でも心臓血管系の手術の適応でお悩みの場合は拝見させて頂け

れば幸いに存じます。

スタッフ :高澤賢次、恵木康壮

心臓血管外科外来

高澤 :月 曜日、水曜日午前 恵木 :火曜日、金曜日午前

診療情報提供書は簡単で結構ですのでご持参下さい。また緊急手術等で拝見できない場合にこち

らからご連絡させていただきたいため、初診の外来はご予約をお願いします。

お急ぎの場合には外来日に関わらずご連絡いただければ迅速に対応させていただきます。

連 絡 先      Ъ 代表 03‐ 3864‐0251 FAX:03‐ 3364‐5663

外科外来 ‐内線 :2120(外来のご予約はこちらへ)   心臓血管外科部長室内線 :2343

高澤院内ポケ人ル095   恵木院内ポケベル :011

高澤メールアドレス :takazawa@popll.Odn.ne.jp

恵木院内ポケベル :011

高澤取得資格
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日本外科学会指導医 日本胸部外科学会指導医


